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広い 芝
生

で 深 呼 吸

ベ ル モ ン卜 公 園

足立区に、また
ひとつステキな公園
が誕生します。その名は

「 ベ ル モ ン ト 公 園 」。オ ー ス

トラリアのベルモント 市
と 足 立区と の 姉妹 都 市

交流を記念した公園
で す。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

出
会
え
る

芝
生
の
緑
が
ま
ぶ
し
い
園
内
に
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
の
小

道
を
歩
け
ば
、
コ
ア
ラ
が
食
べ
る
ユ
ー

カ
リ
や
、
形
の
お
も
し
ろ
い
ブ
ラ
シ
ノ

キ
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
園
中
央
の
池
に
は
、
西
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
州
飛
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ワ
ン
(
黒

鳥
)
が
優
雅
な
姿
で
咏
い
で
い
ま
す
ど

れ
は
、ベ
ル
モ
ン
ド
市
の
ス
ワ
ン
川
に

数
多
く
生
息
し
て
い
る
烏
で
す
。

園
内
に
堂
々
と
建
つ
赤
レ
ン
ガ
造
り

の
洋
館
が
、
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
自
慢
の

陳
列
館
で
す
。
昭
和
5
9年
に
始
ま
っ
た

両
都
市
の
交
丐

館
内
に
は
ベ
ル
モ
ン

ド
市
か
ら
贈
ら
れ
た
品
が
展
示
さ
れ
、

交
流
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
見
て
、
触
れ
て
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
工
芸

呂
も
こ
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ロ マ ンチ ック な
赤 レン ガ の洋 館

ブラ ックスワン( 黒鳥)
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● 車での来場はご遠慮く ださい 。

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

7

月
4
日

(日)

「
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
」の

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、

楽
し
い
催
し
を
た
く
さ
ん

吁
い
ま
す
。
当
日
は
、
ベ

ル
モ
ン
ド
市
長
一
行
も
参

加
す
る
予
定
で
す
。み
な

さ
ん
そ
ろ
っ
て
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

内
容
等
=

下
表
の
と
お
り

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
公
園
課

゛
了
8
8
0
)
5
2
6
1

オープ ニング イベント プログラム

その他大道芸や風船プレゼント、ゲーム⊃- ナーもありS 冫 。(
荒天の襴岔、一郎中止になるのもあり李7 。ご了承ください)

公

園

は

み
ん
な
の
宝
物

公
園
は
、
ま
ち
の
緑
を
ふ
や
し

て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に

住
む
わ
た
し
た
ち
の
こ
こ
ろ
に
、

や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。マ
ナ
ー
を
守
っ
て
大

切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

かわいいヒツジ
もいます

赤い花が
た わ しに 似 て
いるブラシノキ

す
て
き
だ
ね
!

い
き
る
一
票

活
か
す
人

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
は
6
月
2
7日
で
す

大
切
な
一
票
、忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
時
間
9
午
前
7
時
～
午
後
6
時

間
先
4
選

挙
管
理
委
員
会

　
(
3
8
8
2
丁
1
1
1

㈹

足 立 区 議 会
副 議 長 決 ま る

友利舂久副議長

5 月26日に、足立区議会
臨時会が開かれ、新副議長
に友利春久議員( 公明党) が
選出されました。

葦立ち先
日
、
一
冊
の
紀
要
を
頂
き
ま

し
た
。
あ
だ
ち
女
性
大
学
大
学
院

の
第
1
期
生
2
1人
に
よ
る
卒
業
論

文
集
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
足
立
区

の
交
通
網
、
福
祉
、
町
会
・
自
治

会
、
健
康
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
財
政

な
ど
、
い
ず
れ
も
、
い
ま
区
政
が

抱
え
て
い
る
課
題
を
真
正
面
か
ら

把
え
た
も
の
ば
か
り
。
日
々
の
暮

ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
問
題
意

識
を
発
展
さ
せ
。
文
献
調
査
と
綿

密
な
取
材
に
基
づ
い
て
論
考
さ
れ

て
お
り
、
大
変
読
み
ご
た
え
の
あ

る
も
の
で
す
。

足
立
区
で
は
、
こ
の
十
年
来
、

女
性
行
政
に
力
を
注
い
で
き
ま
し

た
。
女
性
の
眼
が
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
さ
れ
て
こ
そ
、
だ
れ
も
が
住

み
や
す
い
ま
ち
に
な
る
、
そ
の
た

め
に
は
政
策
決
定
の
場
に
女
性
が

関
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
…
…
'
」
の

よ
う
な
観
点
か
ら
、
審
議
会
等
へ

の
女
性
の
参
加
を
促
進
し
て
き
ま

し
た
。
1
0
年
前
1
0
%
以
下
だ
っ
た

女
性
委
員
の
比
率
は
、
今
年
2
8・
6
%

に
な
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は

戸
思
わ
れ
た
方
も
い
た
よ
う
で
す

が
、
最
近
は
、
よ
く
勉
強
さ
れ
て

い
る
な
あ
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。

こ
の
紀
要
で
も
、
広
い
視
野
と

的
確
な
表
現
力
で
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
を
自
分
た
ち
で
デ
ザ
イ
ン
す

る
区
民
女
性
の
力
の
確
か
さ
を
感

じ
、大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
後
の
区
政
の
中
で
、
大
い
に
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

区長
　古
性直
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国

保

葬
祭
費
の
支
給

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
葬
儀
を
し

た
方
に
葬
祭
費
と
し
て
5
万
円
を
支
給

し
ま
す
。
た
だ
し
、
交
通
事
故
・
傷
害

な
ど
の
第
三
者
行
為
や
公
害
柯
等
が
原

因
で
死
亡
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
、

申
込
a
国
民
健

禳
保
険
証
/
葬
儀
の
領
収
書
(
コ
ピ
ー

は
不
可
)
/
葬
儀
を
し
た
方
の
印
か
ん

を
窓
口
に
持
参

期
限
h
葬
儀
を
し
た

日
よ
り
2
年
間

申
・
問
先
1
中
央
本

町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

年

金

保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月
翌
月
末

日
が
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
5
年
3
月
分
以
前
の
保
険
料

を
納
付
す
る
場
合
は
、
足
立
社
会
保
険

事
務
所
(
'
‘
3
6
0
4
1
0
1
1
1
)

に
連
絡
し
、
新
た
に
国
寤
納
付
書
の
発

行
を
受
け
て
、
直
接
各
金
融
機
関
で
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
期
限
か
ら
2

年
を
経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
納

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
先―
中
央
本
町
庁
舎

・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

7
月
の
年
金
相
談

日
時
=
7
月
7
日
(
水
)
、
午
前
1
0
時～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

内
容
=
年
金
に

つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑
問
や
様
々

な
心
配
事
に
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所

の
担
当
官
が
答
え
ま
す

問
先
=
中
央

本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

募

集

特
別
区
職
員
(Ⅲ
類

・
保
健
婦
)

賦
験
日
=
9
月
1
9日
(
日
)

採
用
予
定

年
月
日
=
平
成
6
年
4
月
1
日
以
降

職
種
・
受
験
資
格
等
=
表
1
の
と
お
り

期
限
=
▽
郵
送
…
8
月
2
3
日
消
印
有
効

▽
持
参
…
都
内
各
区
役
所
に
持
参
す
る

場
合
は
8
月
2
0
日
～
2
4
日
/
特
別
区
人

事
委
員
会
事
務
局
試
験
課
に
持
参
す
る

場
合
は
8
月
2
0
日
～
2
5
日
※
い
ず
れ

も
受
付
は
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
1
0

時
I
午
後
5
時

申
込
書
配
付
場
所
=

都
内
各
区
役
所
/
特
別
区
人
事
委
員

会
事
務
局
試
験
課

申
・
問
先
=
特
別

区
人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
課

〒
1
0
2

千
代
田
区
九
段
北
I
-
1
-
4

(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

□
公
務
員
セ
ミ
ナ
ー

日
時
‥
8
月
2
0
・
2
3
日
ぶ
前
1
0
時
～

午
後
4
時

場
所
=
区
政
会
館
本
館

♀
代
田
区
九
段
北
1
-
1
-
4
)

内
容
=
各
区
の
主
要
施
策
等
(
足
立
区

は
8
月
2
3日
の
午
後
の
予
定
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
特
別
区

人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
課

(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

登
録
調
査
員

対
象
=
満
2
0歳
以
上
6
0歳
ま
で
の
方
/

統
計
調
査
に
熱
意
の
あ
る
方
/
実
際
に

調
査
に
従
事
で
き
る
方
/
租
税
の
賦
課

お
よ
び
徴
収
に
従
事
し
て
い
な
い
方
/

選
挙
関
係
者
で
な
い
方

内
容
=
国
や

都
か
ら
委
任
さ
れ
た
各
種
統
計
調
査
に

か
か
わ
る
調
査
事
務
等

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
中
央
木
町
庁
舎
・
統
計
係

　
(
3
8
8
0
)
5
0
3
3

表1　 職種・受験資格等

税

金

納
税
は

6
月
3
0日
ま
で
に

平
成
5
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
1
期
分
の
納
期
限
は
、6
月
3
0日
(

水
)で
す
。
早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、

郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
第
∵

二
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
″り

福

祉

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

派
遣
時
間
帯
を
拡
大

在
宅
で
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
や
障

害
者
の
方
へ
派
遣
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
内
容
を
、
次
の
よ
う
に

拡
充
し
ま
し
た
。

▽
週
6
回
1
8時
間
を
限
度
と
し
て
い
た

派
遣
時
間
が
、
日
常
生
活
の
状
況
に
応

じ
て
、
週
7
回
2
1時
間
ま
で
と
な
り
ま

し
た

▽
午
前
9
時
～
午
後
5
時
だ
っ
た
登
録

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
時
間
帯
を
、

7
月
1
日
か
ら
午
前
7
時
～
午
後
7
時

ま
で
に
拡
大
し
ま
す
(
食
事
の
介
助
、

排
せ
つ
の
介
助
、
肴
§
え
の
介
助
等
の

介
護
が
必
要
な
場
合
、
午
前
7
時
I
9

時
、
午
後
5
時
1
7
時
の
時
問
帯
に
か

け
て
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
)

▽
介
護
を
し
て
い
る
方
が
、
休
養
を
と

る
場
合
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た

※
収
入
に
応
じ
て
費
用
負
担
が
あ
り
ま

す

申
・
問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

出
産
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

妊
産
婦
を
か
か
え
る
家
庭
が
、
経
済

的
な
理
由
で
出
産
費
用
を
支
払
う
こ
と

が
困
難
な
塲
合
、
無
料
ま
た
は
安
い
費

用
で
入
院
・
出
産
の
で
き
る
「
入
院
助
産

制
度
」が
あ
り
ま
す
。
対
象
=
妊
娠
7

ヵ
月
以
上
の
区
民
/
前
年
度
分
特
別
区

民
税
が
非
課
税
、
ま
た
は
前
年
度
分
所

得
税
額
が
1
万
6
千
8
0
0円以
下
の
世
帯

申
・
問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、1
8歳
未

満
(
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
は
2
0

歳
未
満
)
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

毋
ま
た
は
養
育
者
で
、
父
が
次
の
状
態

に
あ
る
方
・・・
離
婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
、1

年
以
上
の
遺
棄
、1

年
以
上
の
法
令

に
よ
る
拘
禁
等
で
父
親
不
在
/
婚
姻
に

よ
ら
な

い
で
懐
胎
し
た
児
童
で
父
親
か

ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
父
親
不
在

友
叉
親
が
疽
度
の
障
害
(

身
障
手
帳
1

・
2

級
程
度
)

の
状
態
に
あ
る
方

支

給
が
制
限
さ
れ
る
場
合
=

所
得
制
限
額

以
上
の
収
入
が
あ
る
と
き
/

公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
と
き
/

児
童
が
父
親

の
死
ご
籌
に
よ
り
公
的
年
金
を
受
給
、

あ
る
い
は
加
給
年
金
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
と
き
/

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て

い
る
と
き
/

昭
和
6
0
年
8

月
1
日
以
降

に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ

た
方
が
、5

年
以
上
請
求
し
な
か
っ
た

と
き

手
当
月
額
=

全
額
支
給
対
象
者

・
=
3
万
8

千
痂
円
/

一
部
支
給
対
象
者

…
2
万
6

千
1
0
円
/

児
童
が
複
数
の
と

き
の
2

人
目
・・・
5
千
円
、
3

人
目
以
降

・・・
2
千
円
を
加
算

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
(
愛
の
手
帳
1～
3
度

ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
1～
3
級
程

度
)
を
も
つ
児
疸
を
扶
養
し
て
い
る
方

※
所
碍
が
限
度
額
以
上
の
と
き
/
児
童

が
施
設
に
人
所
し
て
い
る
と
き
/
児
童

が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
の
受

給
資
格
者
で
あ
る
と
き
/
は
、
支
給
さ

れ
ま
せ
ん

手
当
月
額
り
重
度
・
:
4
万
7

千
1
6
0円/

中
度
・・・
3
万
1

千
4
4
0円

-
い
ず
れ
も

申
・
問
先
=
千
僅
本
庁
舎
・
児
童
助
成

係

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成

保
険
診
療
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負

担
額
分
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
該
当

す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象
=
区
内
に
住
所
が
あ
る
医
療
保
険
の

加
入
者
で
、
次
に
該
当
す
る
児
童
(
1
8

歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
該
当
。
2
0

歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る

児
童
を
含
む
)
と
、
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
・
:父
母

が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
、
生
死

不
明
、
重
度
障
害
、
法
令
に
よ
り
1
年

以
上
拘
`
曹
れ
て
い
る
/
父
ま
た
は
母

に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
が

い
な
い
(
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
懐
胎
し

た
児
童
で
父
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
)

※
心
身
障
害
者
医
療
受
給
者
、
所
得
制

限
額
以
上
の
方
、
児
童
福
祉
施
設
等
入

所
者
は
除
き
ま
す

申
込
上
尸
籍
謄
本

(申
請
者
・
児
童
、
1
ヵ
月
以
内
に
発

行
の
も
の
)
/
健
康
保
険
証
(
申
請
者

・
児
童
)
/
印
か
ん
/
身
体
障
害
者
手

帳
、
愛
の
手
帳
/
昨
年
1
月
2
日
以
降

足
立
区
に
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所
地

の
区
市
町
村
長
発
行
の
平
成
4
年
度
所

寿
証
明
一
(
児
竜
扶
養
手
当
用
)
/
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
は
、
児
童
扶
養
手

当
証
書
、
健
康
保
険
証
、
印
か
ん
/
を

窓
口
へ
持
参

申
・
問
界
1
千
住
本
庁

舎
・
児
童
医
療
係

表2　 福祉事務所一覧

自
転
車
放
置
禁
止
区
域

北
綾
瀬
駅
周
辺

。
1
台
く
ら
い
"
と
匱
い
た
自
転
車

が
次
か
ら
次
へ
と
放
置
を
よ
び
お
こ

し
。
安
全
な
交
通
や
火
災
等
の
緊
急
活

動
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
釼
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

し
、
禁
止
区
域
内
の
放
置
自
転
車
を
撤

去
し
て
、
自
転
車
移
送
所
に
保
管
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
を
引
き
取
る
時
は
、

撤
去
料
と
し
て
2

千
円
を
徴
収
し
ま

す
。
撤
去
後
2
ヵ

月
を
過
ぎ
る
と
処
分

し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

駅
に
近
い
方
は
で
き
る
だ
け
歩
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
通
勤
・
通

学
等
で
自
転
車
を
使
用
す
る
方
は
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
北
綾
瀬
北
駐

車
場
は
、
7

月
1

日
か
ら
駐
軸
機
増
設

に
よ
り
ス
ペ
ー
ス
が
増
え
ま
す

。
北
綾

瀬
南
駐
車
場
は

、
定
期
利
用
に
相
当
数

の
空
き
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
直
接

駐
車
場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

略
北
綾
瀬
南
駐
車
場
(
有
料
丁

谷
中
2
-
3
-
7

号
先

(
3
6
2
9
)
1
0
4
2

□
北
綾
瀬
北
駐
車
場
(
有
料
)
:
公
】中
4

さ
(
3
6
2
9
)
0
8
0
4

□
谷
中
五
丁
目
畦
車
場
(
無
料
丁

谷
中
5
-
1
1
2
0

号
先

□
加
平
移
送
所
・
:
加
平
2
-
1
7
-
6

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

登
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

北綾瀬駅周辺自転車放置禁止区域
ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団
体
1

事
業
、3
ヵ
月
間
再

掲
載
不
可
。

投
稿
・
問
先
=
広
報
課

-
催
し
物
-

☆
足
立
区
農
産
物
共
進
会
7

月
3
日
(

士
)
、
正
午
か
ら
展
示
観
覧
/
午
後
2

時
か
ら
野
粟
無
料
配
布
、
低
廉
即
売
/

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
/
足

立
農
協
本
店
(
中
央
本
町
―
-
4
-
旦

(
3
8
8
7
)
7
5
0
1

☆
第
1
0
回
「四
季
飃
」7
月
9
日
～
1
4

日
/
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
サ
テ

ィ
4
階
)
/
油
絵
、
水
彩
、
日
本
画
な

ど
/
初
心
者
出
品
歓
迎
/
矢
沢

(
3
8
9
8
)
6
8
0
8

☆
あ
け
ぼ
の
ま
っ
り
7

月
4
日
(

日
)
、
午
前
1
0時
～
午
後
2
時
/
う
め

だ
・
あ
け
ほ
の
学
園
(
梅
田
7
よ
に
-
1
5
)
/

バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
等
/
神
谷

゛
(
3
8
4
8
)
1
1
9
0

宅地内の水道修理はメンテナンスセンターをご利用ください 　3585- 0195
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生
活
環
境

縦
覧
し
て
い
ま
す

都

市

計

画

区
で
は

、
次
の
都
市
計
圃
を
変
更
し

ま
し
た
。

Ⅲ
東
京
都
市
計
圃
地
区
計
圃

▽
扇
一
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
変
更
…

区
域
=

扇
一
丁
目
地
内

▽
中
央
本
町

地
区
地
区
計
画
の
変
更
…
区
域
=

中
央

本
町
一
丁
目

、三
丁
目

、四
丁
目
各
地
内

▽
梅
島
地
区
地
区
計
画
の
変
更
・・・
区
域
H

癰
島
一
丁
目
、
二
丁
目
各
地
内

国
東
京
都
市
計
圃
沿
道
整
備
計
画

▽
国
道
4
号
A
地
区
、B
地
区
(
日
光

街
遭
)
沿
遭
盤
傭
計
圃
の
変
更
・
-
i
区
域

よ

准

新
橋
北
詰
～
埼
玉
県
境

▽
環

状
了
号
線
A
地
区

、B
地
区
、C
地
区
、

D
地
区
沿
道
整
備
計
画
の
変
更
・
:区
域

―
区
内
環
状
7
号
線
の
ほ
ぼ
全
域

※
右
記
の
変
更
は
、
建
築
基
準
法
の
改

正
に
伴
う
も
の
で
、
区
域
や
計
画
内
容

は
従
来
ど
お
り
で
す

J
柬
京
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変

更
(
削
除
)

▽
区
域
=
入
谷
九
丁
目
、伊
興
三
丁
目
、

江
北
五
丁
目
の
各
地
内

告
示
日
=
m
・
噐
…
6
月
2
5日
/
園・
:
6

月
1
8日

縦
覧
場
所
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
都

市
計
画
係健

康

日
本
脳
炎
予
防
接
種

日
時
等
=
表
3
の
と
お
り

対
象
―
満
4

歳
以
上
学
齢
前
(
4
月
1
日
現
在
)
で

保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
っ

て
い
な
い
幼
児
/
保
育
園

・
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学

校
児
童
生
徒
で
各
施
設
で

の
実
施
日
に
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
幼
児
、
児
童
、
生

徒

接
種
方
法
=
初
め
て

こ
の
予
防
接
種
を
受
け
る

幼
児
は
1
1
2
週
間
の
間

隔
を
あ
け
て
2
回
接
種
、

そ
れ
以
外
の
幼
児
は
1
回
接
種

費
用
=

無
料

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い

幼
児
―
発
熱
し
て
い
た
り
、
著
し
い
栄

養
障
害
が
あ
る
/
最
近
ま
た
は
現
在
病

気
に
か
か
っ
て
い
る
(
心
臓
・
じ
ん
臓

・
肝
臓
等
の
病
気
で
急
性
期
、
増
悪
期

ま
た
は
活
動
期
に
あ
る
)
/
ア
レ
ル
ギ

ー
体
質
で
あ
る
/
予
防
接
種
が
原
因
で

高
熱
な
ど
異
常
な
副
反
応
を
お
こ
し
た

こ
と
が
あ
る
/
最
近
1
年
以
内
に
、
け

い
れ
ん
症
状
を
お
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

/
そ
の
ほ
か
医
師
が
不
適
当
と
認
め
た

場
合

※
当
日
は
体
温
を
計
り
、
母
子

手
帳
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
足
立
保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1
、
千
住
保
健

所

豊
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

、
千
住

本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

表3　 日本脳炎予防接種日時等

● いずれも水曜日の
午後1時45分～2時45分。

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら

リ
ハ
ビ
リ

日
時
=
7
月
2
0日
(
火
)
、午
後
2
時
～
3

時
3
0分

対
象
=
脳
卒
中
の
後
遺
症

な
ど
で
か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
や
病
気

が
ち
で
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
お
と

し
よ
り
と
そ
の
家
族

内
容
=
風
船
バ

レ
ー
な
ど
の
簡
単
な
運
動

費
用
=
無

料

申
込
よ
・一話
予
約

塲
・
申
・
問

先
‥
l足
立
保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

講
演
会「尿

失
禁
は

改
善
で
き
る
」

日
時
=
7
月
2
1日
(
水
)
、午
後
1
時
3
0

分
1
4
時

対
象
∬
尿
失
禁
で
お
悩
み

の
女
性
区
民

内
容
9
専
門
医
に
よ
る

講
演
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

講
師
=
石

井
泰
憲
氏
(
社
会
保
険
埼
玉
中
央
病
院

泌
尿
器
科
医
師
)

定
員
=
8
0人
(
先

簪
順
)

費
用
=
無
料

申
込
り
電
話

予
約

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

障
害
児
歯
科
診
療
・

在
宅
高
齢
者

訪
問
歯
科
診
療

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
=
毎
週
木
・
土
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
I
正
午

場
所
=
足
立

区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住
の
1
8歳
末
満
の
軽
・
　

中
度
の
障
害
が
あ
る
方
/
診
療
場
所
ま
　

で
通
院
可
能
な
方
(
ご
家
族
の
同
伴
が
　

必
要
で
す
)

※
重
度
の
方
の
相
談
も
　

受
け
付
け
て
い
ま
す

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療
を
行
い
　

ま
す
。

往
診
日
時
=
火
曜
日
I
土
曜
　

日
(
日
時
は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)
　

対
象
=
区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
寝
た
　

き
り
の
方
/
在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方
　

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
本
人
の
健
　

康
状
態
や
歯
の
状
態
な
ど
の
事
前
調
査
　

を
行
う
た
め
、
診
療
閲
始
ま
で
に
あ
る
　

程
度
の
日
数
が
か
か
り
ま
す

―

い
ず
れ
も―

申
込
日
時
=
毎
週
火
曜
日
I
土
畷
日
　
(

祝
日
を
除
く
)
の
午
前
9
時
3
0分
～
　

正
午
、
午
後
1
時
I
3
時
3
0分

申
込
　
=

電
話
予
約

費
用
=
保
険
診
療

申
　

・
問
先
9
足
立
区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
'

健
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
8
2
)
3
8
8
2

F
A
χ
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

幼
児
教
室

「
お
ね
し
ょ
」

日
時
=
7
月
1
2
日
(
月
)
、午
前
1
0
時
～

H
時
3
0
分
対
象
t
蓊
以
上
の
お
子

さ
ん
の
い
る
お
母
さ
ん

講
師
9
池
田

紀
子
氏
(
東
京
女
子
大
学
講
師
)

定
員
=
2
5

人
(
先
将
順
)

申
込
=
電
話
予
約

場
・
申
・
問
先
=
千
佳
保
健
所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

7
月
の
献
血

日
時
等
=
表
4
の
と
お
り

問
先
L
葛

飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

表4　7 月 の 献血

● 受付時 間は午 前10時
～1 時30 分、

午後12 時30 分～3哨30 分

教

育

就
学
相
談

教
育
研
究
所
で
は
、来
年
4
月
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
、心
身
に
瞬
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の

就
学
相
談
を
、7
月
1
日
か
ら
始
め
ま

す
。教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ

い
か
な
ど
に
つ
い
て
、専
門
の
相
談
員

が
応
じ
ま
す
。日
時
=
毎
週
月
曜
日

～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
。午
前
9
時
～

午
後
5
時

※
ま
ず
は
電
話
で
お
甲

し
込
み
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
教
育

研
究
所
就
学
相
談
担
当

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

催
し
物

バ
ス
で
巡
る

親
子
施
設
見
学
会

日
時
4
7
月
1
0
日
(
占
、午
前
9
時
～

午
後
4
時
見
学
施
設
=
郷
土
博
物

館
、プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ほ
か
対
象
=

区
内
在
住
の
小
学
3
年
生
～
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
二
般
の
方
も
可
)

定
員
=
7

組
1
4人
へ先
着
順
)
S

用
=
無
料
(

昼
食
は
各
自
持
参
)

申
込
=
電
話
　

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

みんなの健康
足 立 保 飃 所s3855- 4151
干 住 保 健 所o3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所o3896- 4004
東 和 保 相 談 所 き3606- 4171
中央本 町

霧
健相談所 き3880- 5351

千住本庁吝・保健予防傴a 涵 ラー1111㈹

予
防
が
た
い
せ
つ
〝食
中
毒
〟

食
中
毒
は
年
間
を
通
じ
て
発
生
し
ま

す
が
、
や
は
り
高
温
・
多
湿
で
細
菌
が

増
え
や
す
い
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
多
発

し
ま
す
。
ち
な
み
に
6
月
か
ら
9
月
ま

で
に
年
間
の
約
6
割
が
発
生
し
て
い
ま

す
。食

品
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
保
健
所
で
は
、
仕
出
し
屋
、
す
し
屋

な
ど
の
施
設
を
対
象
に
。夏
季
一
斉
監

視
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

、
お

に
ぎ
り

、
調
理
パ
ン
な
ど
の
食
品
の
抜

き
取
り
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す

。
細
菌

性
食
中
毒
は
‘
。一の
3

原
則
を
守
れ
ば
予

防
で
き
ま
す

。
細
菌
を

、

①
つ
け
な
い
(

清
潔
に
す
る
)

②
ふ
や
さ
な
い
(

冷
蔵
す
る
)

③
こ
ろ
す
(

加
熱
す
る
)

こ
の
ほ
か
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の

が
、
十
分
な
手
洗
い
と
ま
な
板
、
ふ
き

ん
な
ど
の
食
器
具
類
の
消
毒
で
す
。
食

品
の
カ
ビ
の
発
生
、異
物
混
入
な
ど
は
、

保
健
所
食
品
衛
生
担
当
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
先
=
足
立
保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

、
千
住
保
健

所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

掲
示
板

□
国
家
公
務
a
採
用
Ⅲ
橿
試
験
(
税
務
)

一
次
試
験
日
・
:
9
月
1
2
日
(
日
ン
昭
和

4
8
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
1
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
方
/
試
験
内
容
は
高
校
卒
業

程
度
/
郵
送
申
込
…
7
月
1
日
～
8
日

消
印
有
効
、持
参
申
込
・
:
7
月
1
日
～

8
日
/
申
込
先
―
人
事
院
関
東
事
務
局

〒
1
0
0
千
代
田
区
大
手
町
1
1
3
-

―
大

手
町
合
同
庁
舎
3
号
館
/
東
京
国
税
局

人
事
第
二
課
a
(
3
2
1
6
)
6
8
1
1

、
足
立
税
務
署

さ
(
5
6
1
6
)
2
7
2
2

、西
新
井
税
務
署

昔
へ
3
8
4
0
T
1
1
1

□
個
人
事
葉
税
は
口
座
振
替
納
税
が
便

利
で
す

個
人
事
業
税
の
口
座
振
鰆
を

希
望
す
る
方
は
、
納
期
の
前
月
1
0日
ま

で
に
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
除
く
)
へ

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。7
月
1
0

日
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
と
、8
月
3
1

日
納
期
の
第
1
期
分
か
ら
引
き
落
と
し

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
は
い

た
っ
て
簡
単
で
、
金
融
機
関
の
窓
口
へ

預
金
通
帳
と
印
か
ん
、
納
税
通
知
s
を

持
参
す
る
だ
け
で
す
/
足
立
都
税
事
務

所

　
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
短
期
講
習
「第
一
種
一
気
工
事
士
」

科
8
月
2
4
日
I
9
月
2
8
日
(
全
1
0

回
)
、午
後
6
時
～
9
時
1
0
分
/
第
一
種

電
気
工
事
士
筆
記
試
験
を
受
験
す
る
在

職
者
/
4
0
人
(
先
黔
順
)
/
3
千
円
(
一

度
納
入
さ
れ
た
授
業
料
は
お
返
し
で
き

ま
せ
ん
)
/
6
月
2
8
日
～
7
月
2
日
、

午
前
9
時
～
午
険
7
時
に
受
付
(
初
日

の
み
午
後
6

時
I
7

時
に
受
付
)
/

都

立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

　
(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
緊
急
特
例
限
度
賃
付
(
国
制
ま
)
の
改

正
に
つ
い
て

新
総
合
経
済
対
策
の
一

環
と
し
て

、
現
在

、
国
民
金
融
公
塵
で

取
り
扱
っ
て
い
る

「
緊
急
特
例
限
度
貸

付

」
が

、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た

。

融
資
限
度
…
4
千
万
円
(

合
わ

せ
貸
し
2

億
円
)
/

返
済
期
間
・・・
運
転

資
金
の
場
合
は
1
0
年
以
内
、
設
備
資
金

の
場
合
は
1
5
年
以
内
/

金
利
・
:
基
準
金

利
(
5

月
1
日
現
在

、
4
.
9
%
)
/
取
扱

期
間
・・・
平
成
6

年
3
月
1

日
ま
で
/

国

民
金
融
公
憲
千
住
支
店

　
(
3
8
8
1
)
6
1
7
5

□
や
さ
し
い
労
働
法
・
足
立
教
室
7

月
6
日
…
労
働
基
準
法
の
基
礎
1
、7

月
8
日
・
:
労
働
基
準
法
の
基
礎
H
、7

月
1
9
一
日
・
:
改
正
労
働
基
準
法
の
ポ
イ
ン

ト
/
い
ず
れ
も
午
後
6
時
1
5
分
～
8
時

4
5
分
/
北
千
住
駅
ビ
ル
7
F
の
W
I
Z

サ
ロ
ン
/
手
塚
和
彰
氏
(
千
葉
大
学
教

授
)
/
1
0
0
人
(
先
着
順
)
/
無
料
/
一
`
話

予
約
/

王
子
労
政
串
務
所

(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

6 月 は 男女雇 用機会均等月間― 「会社にト ライ 会社もト ラ イ 応援団は均等法」
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第
4
3
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
の
な
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

重
点
目
標

「
少
年
の
非
行
防
止
と
更

生
の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解

と
参
加
を
求
め
る
」

近
年
、
少
年
非
行
の
状
況
は
、
昭
和
5
8

年
を
ピ
ー
ク
に
5
9年
か
ら
増
減
を
繰

り
返
し
な
が
ら
も
、
減
少
順
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
件
数
は
な
お
高

水
牽
に
あ
り
、
少
年
の
心
身
を
む
し
ば

む
薬
物
乱
用
も
目
に
つ
く
な
ど
'
&

代

を
担
う
少
年
非
行
の
動
向
に
は
憂
慮
す

べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
順
向
に
対
処
す
る
た
め

に
は

、
家
庭
や
学
校

、
職
場

、
地
域
社

会
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し

、
胥
少
年
の
た

め
に

。
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
り

出
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

す

。
そ
こ
で

、
非
行
防
止
等
を
目
的
に

、
7

月
を
強
調
月
間
と
し
て
関
係
機
関
、

団
体
、
地
域
住
民
が
連
携
し
た
全
国
的

な
運
動
か
展
開
さ
れ
ま
す

。

活
動
内
容
7

月
1

日
(
更
生
保
護
の

日
)
に
北
千
佳
、綾
瀬
、西
新
井

、竹
ノ
塚

の
各
駅
頭
で
、
午
前
8
時
か
ら
一

斉
広
報
活
動
と
し
て
、
啓
発
用
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
等
の
配
布
を

行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
強
化
月
問
中
、
区

内
各
地
域
で
保
護
司
が
中
心
と
な

り
、
座
談
会
や
講
演
会
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

主
催
団
体
Å
疋
立
区
、
足
立
区
教

育
委
細
会
、
足
立
区
保
護
司
会
、

足
立
区
更
生
保
護
婦
人
会
、
足
立

区
保
護
観
察
協
会
、
足
立
区
B
B
S

会

問
先

。ネ
庄
本
庁
舎
・
民

生
係

容
(
3
8
8
2
)
―
―
―
―
㈹

世論調査を
行 い ま す
6月25日～7月12日

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
区

政
に
生
か
す
た
め
に
、
毎
年
「
足
立
区

政
に
関
す
る
世
論
調
査
」を
行
つ
て
い

ま
す
。今
回
の
テ
ー
マ
は
、『
ス
ポ
ー
ツ

・
運
動
、
道
路
整
爾
、
消
費
者
問
題
、

週
休
2
日
制
』
で
す
。
調
査
は
区
が
委

託
し
た
調
査
会
社
の
専
門
調
査
昌
が
お

宅
を
訪
問
し
、聞
き
取
り
で
行
い
ま
す
。

結
果
は
統
計
的
に
数
字
で
処
理
し
ま
す

の
で
、
個
人
の
名
前
が
出
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
1
6
月
2
5日
I
7
月
1
2日

対
象

り
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
m
為
に
選
ん

だ
2
0歳
以
上
8
0歳
未
満
の
区
民
2
千
人

間
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広
聴
相
談
担
当

・
。(
3
8
8
2
7
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー

青年センタ ーの 催し

第6 回
手づくり イカダレース
参加チーム募集中

日程- 8月1日( 日) ※ 雨天の場合
は8月8日場所一荒川河川敷r虹
の広場」前対象一小学校4年生以
上の健康な方で構成されたチーム
内容-スピードレース部門・・・30艇　
( 2人乗り) 、アイデアレース部門
・・・20艇( 5人乗り以内) /スピード
部門・・・約找摺の周回コースで競争、
アイデア部門…イカダのアイデア
を競う費用- l 人につき1, ( xx) 円　
〔傷魯保険料を含む〕申込一所
定の申込用紙にて甲し込み( 先着
順) ※ 事前説明会を7月4日( 日) 、
午後5畤30分～7畤30分、青年セン
ターで開催( 当日参加費徴収)

老人ホームで1 週間の
ボ ラ ン テ ィ ア 体 験
日程- 8月22日～28日( 6泊7日)
場所一老人ホーム榛名荘( 群馬県
痿名町) 対象一高校生～30歳ま
での青年男女 定員- 28 人( 抽選)
内容一老人ホームの日常生活での
補助活動 費用=10, 000i 円( 交通

費は別途自己負担) 申込一電話
で申込書を請求し、郵送で印し込
み( 7 月10日必椏) ※ 事前研修を7
月15日と29日に 行います。

あなたの子育て
応援します

子育て講演会F 子供の生活のリ
ズム」
日時- 7月7日( 水) 、午前10時～正
午 定員- 40 人
子育てサロン

日時- 7月14日( 水) 、午前10時～
正午 内 容一子育てについて、若
いお母さんどうしで自由におしゃ
べりするサロンで す
● 子育て通信「ラ ッコ」づくり
日時- 7月16日( 金) 、午前10時～
正午 内容一子育ての体験や必要
な情報を素材にした新闃づくり
※ 子育ての催しはいずれも費用は
無料、会場は青年センターです。
当 日直接会場へどうぞ。 また、お
子さんの保育も行っています。お
問い合わせください

ー いず れも一
申・問先・=青年センター
03890 ―0061

生 涯 学 習 館 ・教 育 研 究 所

臨時休館・貸し出
し中止のお知らせ
殺虫消毒作業等のため、休館し

ます。{表1}。また、次の期間は生
酲学習館の一般賃し出しも放送大
学単位認定試験等のため中止しま
す。期間- 7月21日～8月7日、8
月17日～24日問先・一生涯学習館
03605 ―7181
教育研兜所 登3854〕―8801

表1 印刷・デザイン講習会

日時- 7月9日( 金) 、午後6時～
9 時 場所==綾瀬プルミエ 対象=
印刷業に携わる方・興味のある

方 内容- アップ ルコンピ ュータ
ー社のマッキント ッシュによるDTP(

電子編集機) の実演、印刷業
におけるマッキントッシュの位置
付けの講演、文字 ・画像図形( モ
ノクローム) の続きした入出力の
方 法と手順 定員=100 人( 先着
順) 費用一無料 申込一電話
期限- 7 月6日 申 ・問先一中央太
町庁舎・工業振興係
C3880 ―5191

暮らしっく スクール公開講座

「くらしと世 界」
受講者募集

日時- 7月16日( 金) 、午後6時30分～
8時30 分 場所一エ ル・ソフ ィ

ア 講師一北沢洋子氏( 国際問題
評論懼) 定員- 30 人( 先着順)
費用一無料 申込一電 話予約 申
・問先一消費者センタ ー
03880- 5385

第2 期
区民フォークダンス教室

日時- 7月～9月( 第2・第4木曜日、
ただし9月は第5木曜日) 、午後6時
30分～8時30分( 全6回) 場所一千
寿第三小学校体育館 対象16 歳
以上の区 内在住の方 費用=500
円 ※ 卜簷用運動靴をご持参くだ
さい 申込一電 話予約 申・問先
一区フォークダンス連盟・長谷部03881

―9065

リサイクル市場
調査にご協力を

区内のリサイクルに関する様々
な実態を把握し、今後の取り組み
に反映させるため、区ではリサイ
クル市場調査を実施します。調査
用紙がお手元に届いた場合は、ぜ
ひごS力をお願いします。期間
- 7月～8月対象一小充業、製造
業、資源回収業、消費者等 内容
一個人または商店などで現在どの
ようにリサイクルに取り組んでい
るか、また。どの様な取り組みが
可能かなどを調査します 問先=

中央本町庁舎・リサイクル推進課G3880
―5206

ハンディキャップ
ライフを豊かに

健康講座 スポーツと健康I I

障害がある人もない人も、スポ
ーツを楽しみたい気持ちは同じで
す。個人の生活にあった運動の取
り入れ方を一一-豬に考えましょう。
障害者とスポーツについて関心の
ある方もどうぞ。日時- 6月30日
( 水) 。午後1時～3時講師=吉岡信
太郎氏( 区 健康体力づくり推進室
長) 費用一無料 申込一当日直
接会場へ 場・問 先一西部障害福
祉総合センター
03853 ―0632

住区健康フェスティバル
まちも元気、わたしも元気

明るく 元気で心豊かに過ごすこ
とは、わたしたちみんなの願いで
す。この機会に、ご自分の健康状
態を沺り、生活環境を見直してみ

ませんか。 日時等一表2 のとお
り 費用一無料 申込一当日直接
会場へ 問先一各住区センター、
各保健所・保健相談所( 表2)

表2

●「あ だち広報」は再生紙を使用し てい ます T. H. 　240, 000


